
 

 

 

平成２５年度 一橋大学法科大学院入学者選抜試験 法学論文試験問題 
 

 

民 事 法 
 

 

・解答上の注意 

 

１．問題文は２枚、解答用紙は３枚（「第１問」、「第２問」、「第３問」についてそれぞれ１枚）、

下書き用紙は１枚です。 

２．すべての解答用紙に、一橋大学の受験番号を記入してください。氏名は絶対に記入しな 

いでください。 

３．すべての問に解答してください。第１問、第２問、第３問の配点比率は、１：１：１です。 

４．解答用紙は、問題ごとに異なります。それぞれ正しい用紙に解答してください。 

５．解答は横書きにして、１問につき１枚の解答用紙に収めてください。解答用紙の追加、 

交換はしません。解答用紙は、白紙である場合も含め、すべて提出してください。 

６．問題の内容についての質問には、応じません。 

７．貸与した六法に、書き込みをしてはいけません。 

８．試験終了後、問題文と下書き用紙は、持ち帰ってください。 

 

 

 



第１問 

 Ａは、その所有する甲建物を、Ｂに賃貸し、引渡しを終えた。 

 その後、Ａは、同建物をＢに賃貸中に、同建物およびその敷地をＣに売却し

た。 

 ところが、上記売買契約の履行が完了する前に、Ｂ居住中の同建物が火災に

より滅失した。この場合における、ＡＢＣ間の法律関係を説明しなさい。 

 

 

 

 

 

第２問 

 ＡとＢとは、ＡのＢに対する債権を担保するために、Ｂ所有の甲不動産に譲

渡担保を設定してＡに所有権移転登記を経由した。ところが、Ａの経営状態が

悪化し、Ａの債権者ＣがＡに対して、甲不動産による代物弁済を要求したので、

Ａは、ＡのＢに対する債権の弁済期が到来していないにもかかわらず、甲不動

産の所有権をＣに移転し登記も経由してしまった。ＣがＢに対して甲不動産の

明渡しを請求した場合、Ｂからは、どのような反論が考えられるか。Ｃからの

再反論も考慮しつつ、検討しなさい。なお、解答に際しては、必要に応じて適

宜「場合分け」をしなさい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第３問 

ＡはＢに対して、連帯保証債務の履行を求める訴えを東京地方裁判所に提起

し、訴状の副本および第 1回口頭弁論期日の呼出状（以下、「本件訴状等」とす

る。）についてＢ宅宛に送達手続がとられた。ところが、Ｂが不在であったため、

訴状等はＢと同居する義父であるＣが受け取った。この連帯保証契約（以下、「本

件連帯保証契約」とする。）は、Ｃが自己の債務の保証のためにＢに無断で締結

したものであったとして、以下の小問に答えなさい。 

 

小問１ Ｃから訴状を受け取ったＢは、口頭弁論期日において、本件連帯保

証契約はＣが勝手に締結したものであると主張した。ところが、Ａは、書証

として、連帯保証契約書とともに、Ｂが作成名義人となっている、Ｃに代理

権を授与する旨の委任状を提出し、有効な代理行為があったと主張した。委

任状には、Ｂ自身の署名と、その横にＢの印章による印影があり、Ｂはそれ

らが自分のものであることは認めている。ところが、Ｂは、この委任状は、

ＢがＢ所有の車の売却をＣに委託する目的で作成し、その際には、委任事項

や日付欄を空白にしたまま署名して印鑑と共にＣに預けたところ、Ｃが勝手

に補充、押印して本件連帯保証契約を締結したと主張している。この委任状

は、その後の訴訟でどのように扱われるか。 

 

小問２ Ｃは、Ｂに無断で本件連帯保証契約を締結した事実を知られたくな

いために、本件訴状等をクローゼットに隠し、Ｂに交付しなかった。そのた

め、Ｂは訴訟係属の事実を知らず、Ｂ欠席のまま、Ａの勝訴判決が出された。

判決書も同様にＢ宅に送達されたが、Ｃが受け取り、これを同じクローゼッ

トに隠した。その後３か月が経過した段階で、Ｂが衣替え中に本件訴状等と

判決書を発見した。Ｂの救済方法を論じなさい。 


	2013民事法表紙(1113確定版).pdf
	2013民事法問題（1113確定版）

